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（1）福島国際研究教育機構概要

F-REI本部

浪江町
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（２）委託事業概要

【背景・目的】
福島におけるバイオマス由来の原料ガスをカーボンニュートラル炭素の原料とし、再生可能エネル
ギー由来の水素も活用して有用なグリーン化学品（主に液体燃料）を得るプロセスの統合化に関する
研究開発を行う。

➢ Fischer–Tropsch (FT) 反応用高活
性・高選択・高耐久触媒の開発 グリーンケミカル

（炭素数C5～C20の炭

化水素(主に液体燃料)、

特にバイオジェット燃

料となる炭素数C8～

C16の炭化水素）

【研究方法（手法・方法）】
原子スケールでの反応の理解に基づいた
高活性及び高耐久性を有する触媒を開発し、
コンテナ規模の小型FT合成装置によってグ
リーン化学品（液体燃料）を選択的に製造で
きる製造システムを構築し社会実装を目指す。
その際に、バイオマス由来の原料生産から
グリーン化学品の製造までの各プロセスにつ
いて、経済合理性を満たしつつ、環境影響が
低減されるよう、ライフサイクル全体での評価
を行いプロセスを統合化する。

【期待される研究成果】

・カーボンニュートラル社会実現に寄与する
先端的なグリーン化学品製造システムの
構築

・福島におけるバイオマスの有効利用

・福島での新産業の創出・誘致・集積

非可食バイオマス

バイオマス由来ガス
（ガス化等：CO/H2, CO2）

CO2吸収

森林バイオマス

CO2吸収

➢ コンテナ規模小型FT反応プラント
の開発

令和6年度「バイオ統合型グリーンケミカル技術の研究開発」委託事業

バイオ統合型グリーンケミカルプロセスによるCO2資源化
代表者 山口 和也 東京大学大学院工学系研究科 教授
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（２）委託事業概要
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プロセス統合化によるグリーン化学品製造システムの構築

熱分解油⇒燃料基材活用
バイオ炭

ガス化
・乾燥
・熱分解
・酸化/還元
・微生物分解

H2 + CO  

(+ CO2)

・不純物除去

Cs（セシウム）

バイオマス
発電

合成ガス

direct-FT

CO2吸収

RWGS

反応装置

水電解太陽電池

・再エネ電源の利用
・バイオマス発電の利用
・FT反応熱の利用, etc.

H2 + CO 

バイオマス
由来ガス

CO2

分離除去
分離除去

Energy
合成ガス

H2 + CO 

グリーンH2

O2

ガス精製

・CO2分離

FT反応
装置

バイオマスガス化・FT合成統合型プロセス開発

研究体制
東京大学 （分担：全体統括、小型FT合成プロセス開発、LCA評価）

東京大学より再委託
・JPEC （分担：熱分解油分析技術開発、燃料基材化技術開発、製品規格・認証調査）
・弘前大学 （分担：小型ガス化プロセス開発）
・東北大学 （分担：木質バイオマス水熱分解特性解析、高性能触媒製造技術開発）

木質バイオマス
（福島の森林資源）
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（３）本年度の研究成果

１）木質バイオマスガス化プロセス
ガス化プロセス開発課題
①熱分解成分の高転化率（シビアリティーと安定運転（粘結トラブル防止）の両立
②FTプロセス阻害成分の除去（分解油ミスト、触媒被毒成分）
③未反応熱分解油の活用技術

令和６年度の進捗
①小型ガス化炉開発に向けた特許、文献情報の収集、解析
②バイオマス原料、熱分解油分析によるFTプロセス阻害要因把握
③熱分解油の燃料基材化に向けた分析技術確立

熱分解温度
(℃)

ガス組成(vol%) ガス収率(wt%)  チャー収率(wt%)  分解油収率(wt%)
H2 CO    CO2 CH4

11.7  35.1  34.6 18.6                   3.6                             23.3                               73.1  
19.1  32.3  31.6 17.0                   4.5                             22.5                               73.0  
15.4  34.6  18.5 31.5                   5.0                             21.8                               73.2 

450
500
550

反応性の低い熱分解成分が非常に多い。

杉チップの熱分解試験結果

次年度は固体残渣、熱分解油それぞれのガス化反応特性を把握し、
小型ガス化炉を設計する。
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（３）本年度の研究成果

熱分解油分析手法の開発

熱分解油GcGc-MS分析結果

含酸素化合物が非常に多い。
酸素を含まない分子としては
多環テルペン類が検出された。

燃料基材化に向け、脱酸素技術の開発を進める。
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（３）本年度の研究成果

燃料品質設計上のポイント：“低温流動性”＝寒冷地における安全性

n-パラフィン
iso-

パラフィン
オレフィン ナフテン 芳香族

＜燃料の構成要素＞

FT生成物 熱分解生成物

他の成分を得るには改質反応必要
（分解やコーク生成でロス発生）

・ガソリン：30%
・ジェット：8–25%
・軽油：20%

（潤滑性、低温流動性改質成分）

悪い ⇒ 低温流動性 ⇒ 良い
良い ⇒ 燃焼性 ⇒ 悪い

熱分解成分の分子構造特性を活用する水素化脱酸素技術の開発を目指す



（３）本年度の研究成果

【シングルマイクロリアクター】

分析例
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２）FT合成プロセス

反応評価設備の
セットアップを完了した。

次年度より触媒開発
およびプロセス構築を進める。
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（４）今後の取組

以上

令和７年度目標：
令和８年のデモ機建設に向け、デモ機設計を完了させる。

・木質バイオマスのガス化反応解析およびガス化炉の設計

・FT合成原料からの反応阻害物質除去方法検討

・高性能FT合成触媒開発およびプロセス設計

・熱分解成分の燃料活用検討
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